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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
ガ
ン
バ
ラ
イ
ド
バ
ト
ル
 

ラ
イ
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
 

～
Ｖ
ｅ
ｒ
．
Ｄ
Ａ
Ｒ
Ｋ
Ｎ

Ｅ
Ｓ
Ｓ
～

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
６
６
０
２
Ｏ

【
作
者
名
】

　
柳
雨

【
あ
ら
す
じ
】

　
カ
ー
ド
に
記
録
さ
れ
た
情
報
を
使
っ
て
画
面
内
で
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
同
士
を
激

デ
ー
タ

し
い
戦
い
を
繰
り
広
げ
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
る
夢
の
ゲ
ー
ム
『
ガ
ン
バ
ラ
イ
ド
』

、
だ
が
そ
の
ガ
ン
バ
ラ
イ
ド
を
破
壊
の
力
と
し
て
使
い
、
世
界
を
巡
る
一
人
の

少
年
が
い
た
…
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（
前
書
き
）

本
作
は
Ｂ
Ｏ
Ｍ
Ｂ
Ｏ
Ｍ
 

Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
の
漫
画
『
ガ
ン
バ
ラ
イ
ド
バ
ト
ル
 

ラ
イ
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
』
の
設
定
を
使
っ
た
二
次
創
作
短
編
で
す

荒
唐
無
稽
な
設
定
と
残
酷
な
描
写
有
り
な
の
で
苦
手
な
方
は
ご
注
意
し
て
く
だ

さ
い
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－
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
バ
ト
ル
『
ガ
ン
バ
ラ
イ
ド
』
。

－
デ
ー
タ
カ
ー
ド
と
な
っ
た
ヒ
ー
ロ
ー
『
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
』
を
ゲ
ー
ム
画
面
内

に
呼
び
出
し
、
２
対
２
で
バ
ト
ル
を
行
う
夢
の
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
。

－
１
枚
の
カ
ー
ド
に
は
一
人
の
ラ
イ
ダ
ー
デ
ー
タ
が
あ
り
、
そ
の
種
類
・
枚
数
・

レ
ア
リ
テ
ィ
な
ど
は
様
々
か
つ
膨
大
で
、
ほ
ぼ
全
て
の
歴
代
ラ
イ
ダ
ー
を
網
羅

す
る
。

－
…
こ
れ
は
暗
黒
の
力
を
使
い
こ
な
し
、
あ
ら
ゆ
る
世
界
を
滅
ぼ
し
て
き
た
一

人
の
少
年
の
物
語
で
あ
る
。

－
と
あ
る
世
界
の
某
市
。

「
う
わ
ぁ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
！
！
」

「
キ
ャ
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
！
！
」

「
た
、
助
け
て
く
れ
ェ
ッ
！
！
」

－
絶
え
間
無
く
響
く
爆
音
、
全
て
を
焼
き
な
が
ら
燃
え
盛
る
炎
、
倒
壊
す
る
建

造
物
、
逃
げ
惑
う
人
々
の
悲
鳴
…
。
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－
人
々
は
自
分
達
に
迫
る
恐
怖
の
『
追
跡
者
達
』
か
ら
必
死
に
逃
げ
る
が
…
。

「
だ
…
ダ
メ
だ
！
瓦
礫
が
邪
魔
し
て
こ
れ
以
上
進
め
…
グ
フ
ッ
！
？
」

「
ヒ
ッ
！
？
」

－
瓦
礫
に
阻
ま
れ
、
完
全
に
逃
げ
場
所
を
失
っ
た
人
々
、
そ
し
て
そ
の
中
の
一

人
で
あ
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
突
然
飛
ん
で
来
た
ク
ナ
イ
の
様
な
も
の
に
首
を
貫

か
れ
、
鮮
血
を
撒
き
散
ら
し
な
が
ら
崩
れ
落
ち
る
…
。

［
Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
－
Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
］

『
ク
ク
…
ね
ぇ
？
ど
う
し
た
の
？
も
う
逃
げ
な
い
の
？
』

「
あ
…
あ
ぁ
あ
あ
あ
あ
…
！
！
」

－
そ
し
て
突
然
何
者
か
が
現
れ
、
声
を
か
け
ら
れ
、
全
員
に
戦
慄
が
走
る
…
。

－
一
切
の
光
が
宿
ら
ぬ
闇
の
色
の
様
な
漆
黒
の
装
甲
、
ボ
デ
ィ
に
は
剥
き
出
し

ア
ー
マ
ー

に
な
っ
た
血
の
様
な
赤
い
電
子
回
路
が
走
り
、
カ
ブ
ト
ム
シ
を
思
わ
せ
る
様
な

黒
い
仮
面
に
不
気
味
に
輝
く
金
色
の
複
眼
の
戦
士
が
現
れ
、
先
程
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
に
投
げ
つ
け
た
ク
ナ
イ
を
乱
暴
に
引
き
抜
き
な
が
ら
、
冷
酷
に
人
々
を
追
い

詰
め
る
…
。

－
彼
の
名
は
『
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
ダ
ー
ク
カ
ブ
ト
』
、
平
成
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
シ
リ

ー
ズ
８
番
目
の
『
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
カ
ブ
ト
』
終
盤
に
登
場
し
た
、
放
た
れ
た
狂

気
の
戦
士
…
し
か
し
、
そ
の
彼
が
何
故
『
現
実
世
界
』
で
姿
を
現
わ
し
、
人
間

を
殺
そ
う
と
し
て
い
る
の
か
…
？

『
鬼
ご
っ
こ
は
お
し
ま
い
か
…
フ
フ
…
死
ん
じ
ゃ
え
♪
』
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［
Ｏ
Ｎ
Ｅ
－
Ｔ
Ｗ
Ｏ
－
Ｔ
Ｈ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
…
］

－
ダ
ー
ク
カ
ブ
ト
は
も
う
逃
げ
る
場
所
の
無
い
人
間
達
を
興
が
削
が
れ
た
様
に

見
下
し
、
ベ
ル
ト
の
ダ
ー
ク
カ
ブ
ト
ゼ
ク
タ
ー
の
ボ
タ
ン
を
三
回
押
し
、
ゼ
ク

タ
ー
ホ
ー
ン
を
折
り
曲
げ
る
。

『
ラ
イ
ダ
ー
…
キ
ッ
ク
。
』

［
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｒ
－
Ｋ
Ｉ
Ｃ
Ｋ
］

『
ア
ハ
ハ
ハ
ハ
！
！
ゼ
ル
ァ
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ー
ッ
！
！
』

「
ギ
ャ
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ー
ッ
！
！
」

「
う
が
ぁ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
！
！
」

「
嫌
ぁ
あ
あ
あ
あ
！
！
」

－
ダ
ー
ク
カ
ブ
ト
は
脚
に
タ
キ
オ
ン
粒
子
を
集
中
さ
せ
、
飛
び
蹴
り
の
要
領
で

必
殺
技
を
発
動
し
、
人
間
達
を
一
人
残
ら
ず
全
て
貫
く
様
に
蹴
り
殺
し
、
タ
ダ

の
赤
い
肉
の
塊
に
と
変
え
て
し
ま
っ
た
…
。

『
ク
ク
…
ア
ハ
ハ
ハ
♪
ア
ハ
ハ
ハ
ハ
…
♪
ハ
ァ
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
…
♪
』

－
ダ
ー
ク
カ
ブ
ト
は
返
り
血
を
全
身
に
浴
び
、
た
だ
た
だ
狂
っ
た
笑
い
を
浮
か

べ
、
そ
の
ま
ま
次
の
獲
物
を
探
し
に
行
っ
た
…
。

－
一
方
、
別
の
場
所
で
は
…
。
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『
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
！
！
待
て
ェ
ッ
！
！
』

『
ゲ
ヒ
ャ
ヒ
ャ
ヒ
ャ
ヒ
ャ
ヒ
ャ
！
！
』

「
は
ぁ
…
は
ぁ
…
き
ゃ
あ
ッ
…
！
！
」

「
マ
マ
ー
！
！
」

－
母
親
と
娘
の
二
人
が
二
人
組
の
何
者
か
に
追
わ
れ
、
母
親
が
途
中
で
転
ん
で

し
ま
い
、
娘
が
立
ち
止
ま
っ
て
し
ま
う
。

『
も
う
お
し
ま
い
だ
な
ァ
ッ
！
！
ハ
ッ
ハ
ッ
ハ
ッ
ハ
！
！
』

『
ギ
ヒ
ャ
ヒ
ャ
ヒ
ャ
ッ
！
！
』

－
母
娘
を
追
い
か
け
て
い
た
二
人
組
は
、
記
念
す
べ
き
昭
和
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
シ

リ
ー
ズ
第
１
作
目
『
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
』
に
登
場
す
る
バ
ッ
タ
の
力
を
宿
す
改
造

人
間
『
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
１
号
』
に
酷
似
し
た
姿
こ
そ
し
て
る
が
、
二
人
共
…
ラ

イ
ダ
ー
ら
し
か
ら
ぬ
下
卑
た
高
笑
い
を
上
げ
て
い
る
。

－
一
人
は
黄
色
の
マ
フ
ラ
ー
・
グ
ロ
ー
ブ
・
ブ
ー
ツ
を
着
け
、
も
う
一
人
も
同

じ
様
に
黄
色
の
グ
ロ
ー
ブ
と
ブ
ー
ツ
を
着
け
て
た
が
違
い
は
マ
フ
ラ
ー
の
色
が

紫
に
な
っ
て
い
た
こ
と
だ
っ
た
。

－
彼
ら
は
『
シ
ョ
ッ
カ
ー
ラ
イ
ダ
ー
』
、
『
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
』
で
の
新
た
な
組

織
『
ゲ
ル
シ
ョ
ッ
カ
ー
』
が
生
み
出
し
た
１
号
・
２
号
と
同
等
か
そ
れ
以
上
の

力
を
持
つ
と
い
う
最
強
の
戦
闘
兵
器
で
あ
り
、
黄
色
の
マ
フ
ラ
ー
が
Ｎ
ｏ
．
１
、

紫
の
マ
フ
ラ
ー
が
Ｎ
ｏ
．
５
で
あ
る
。

「
お
願
い
し
ま
す
…
こ
の
子
は
、
娘
だ
け
は
…
！
！
」
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「
う
え
え
え
ん
…
怖
い
よ
…
マ
マ
ァ
ア
ア
ア
ア
…
。
」

－
母
親
は
せ
め
て
幼
い
娘
だ
け
は
と
思
っ
て
庇
い
、
娘
は
シ
ョ
ッ
カ
ー
ラ
イ
ダ

ー
達
に
追
い
詰
め
ら
れ
て
泣
き
叫
び
出
す
。

－
…
だ
が
、
返
っ
て
き
た
『
返
事
』
は
非
常
に
非
情
だ
っ
た
。

『
ゲ
ヒ
ャ
ヒ
ャ
ヒ
ャ
！
！
ヒ
ャ
ッ
ハ
ァ
ア
ア
ア
ア
ア
！
！
』

「
助
け
て
！
マ
…
！
！
」

「
い
、
嫌
ァ
ッ
！
？
嘘
…
こ
ん
な
…
！
！
」

－
シ
ョ
ッ
カ
ー
ラ
イ
ダ
ー
Ｎ
ｏ
．
５
が
目
に
も
留
ま
ら
ぬ
疾
風
の
如
き
速
さ
の

パ
ン
チ
を
娘
の
顔
面
に
叩
き
込
ん
だ
瞬
間
、
頭
が
破
裂
し
、
彼
の
拳
を
赤
い
血

で
ベ
ッ
ト
リ
と
染
め
た
。

『
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ッ
！
！
そ
ん
な
に
し
つ
こ
く
「
娘
だ
け
は
、
娘
だ
け
は
」
と
泣

き
叫
ば
れ
り
ゃ
あ
殺
し
た
く
な
る
っ
て
の
！
！
』

「
な
…
な
ん
で
…
な
ん
で
殺
し
た
の
！
？
突
然
現
れ
て
ア
ン
タ
達
一
体
な
ん
な

の
よ
ォ
ー
ッ
！
！
」

－
下
劣
な
高
笑
い
を
す
る
シ
ョ
ッ
カ
ー
ラ
イ
ダ
ー
Ｎ
ｏ
．
１
を
見
た
母
親
は
娘

を
殺
さ
れ
た
怒
り
を
ぶ
つ
け
る
様
に
石
を
拾
っ
て
無
謀
に
も
立
ち
向
か
う
が
…
。

『
な
ん
で
も
な
い
さ
…
オ
レ
達
は
単
な
る
「
人
殺
し
」
さ
ァ
ア
ア
ア
ア
ッ
！
！
』

「
ギ
ャ
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
！
！
」
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－
し
か
し
、
Ｎ
ｏ
．
１
は
全
く
焦
ら
ず
に
冷
静
に
対
処
…
自
分
の
指
に
仕
込
ん

だ
ロ
ケ
ッ
ト
弾
を
放
ち
、
母
親
を
爆
殺
し
、
グ
チ
ャ
グ
チ
ャ
と
死
体
を
踏
み
潰

し
て
ブ
ー
ツ
を
血
で
汚
す
。

『
フ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
！
人
間
が
偉
大
な
る
シ
ョ
ッ
カ
ー
の
科
学
力
に
勝
て
る
訳

が
な
い
！
！
』

『
ゲ
ヒ
ャ
ヒ
ャ
ヒ
ャ
！
ギ
ヒ
ャ
ヒ
ャ
ヒ
ャ
！
！
』

－
Ｎ
ｏ
．
１
と
Ｎ
ｏ
．
５
は
二
人
揃
っ
て
母
娘
の
死
を
嘲
笑
い
な
が
ら
そ
の
場

か
ら
立
ち
去
っ
た
…
。

－
都
市
中
の
他
の
あ
ら
ゆ
る
場
所
で
も
ダ
ー
ク
カ
ブ
ト
や
シ
ョ
ッ
カ
ー
ラ
イ
ダ

ー
達
以
外
の
ラ
イ
ダ
ー
達
が
暴
れ
回
り
、
破
壊
と
殺
戮
の
限
り
を
尽
く
し
て
い

た
。

［
Ｆ
Ｉ
Ｌ
Ａ
Ｌ
－
Ａ
Ｔ
Ｔ
Ａ
Ｃ
Ｋ
－
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
…
Ｄ
Ｅ
・
Ｄ
Ｅ
・
Ｄ
Ｅ
・
Ｄ
Ｅ

Ｃ
Ａ
Ｄ
Ｅ
！
！
］

『
お
り
ゃ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
！
！
』

「
「
「
ぐ
ぁ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
！
！
？
」
」
」

『
ハ
ッ
…
こ
の
程
度
か
！
！
』

－
い
く
つ
も
の
カ
ー
ド
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
逃
げ
る
人
々
を
逃
さ
ぬ
様
に
ホ
ー
ミ
ン

グ
と
ロ
ッ
ク
オ
ン
の
役
目
を
果
た
し
、
そ
こ
か
ら
キ
ッ
ク
を
叩
き
込
む
技
『
デ

ィ
メ
ン
シ
ョ
ン
キ
ッ
ク
』
を
放
ち
、
全
員
を
文
字
通
り
『
破
壊
』
し
、
血
の
雨

や
飛
散
す
る
臓
物
に
身
体
を
濡
ら
し
て
立
ち
尽
く
す
は
『
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
デ
ィ
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ケ
イ
ド
』
の
主
役
ラ
イ
ダ
ー
・
デ
ィ
ケ
イ
ド
…
。

－
…
だ
が
、
そ
の
顔
は
悪
魔
の
様
に
恐
ろ
し
く
歪
み
、
人
を
殺
し
た
罪
悪
感
な

ど
微
塵
も
感
じ
さ
せ
な
い
態
度
を
見
せ
て
い
た
…
。

－
そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
こ
れ
は
劇
場
版
『
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
×
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
 

Ｍ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｅ
大
戦
２
０
１
０
』
に
て
、
主
人
公
・
門
矢
士
が
『
真
の
世
界
の
破

壊
者
』
と
し
て
目
覚
め
て
し
ま
っ
た
時
の
姿
『
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
デ
ィ
ケ
イ
ド
＝

激
情
態
』
、
ラ
イ
ダ
ー
と
世
界
を
破
壊
す
る
者
が
人
間
を
殺
し
た
と
こ
ろ
で
そ

ん
な
も
の
を
感
じ
る
こ
と
な
ど
な
い
の
だ
…
。

『
グ
ォ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
！
！
』

「
ぶ
ぎ
ゃ
！
？
」

「
ぐ
は
！
！
」

「
お
げ
べ
ぇ
ッ
！
？
」

－
さ
ら
に
は
黒
と
黄
金
の
刺
々
し
い
装
甲
と
仮
面
を
身
に
纏
い
、
四
本
の
金
色

の
ツ
ノ
と
闇
色
の
瞳
の
魔
人
…
『
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
ク
ウ
ガ
＝
ラ
イ
ジ
ン
グ
ア
ル

テ
ィ
メ
ッ
ト
・
ブ
ラ
ッ
ク
ア
イ
』
が
獣
の
如
き
咆
哮
を
上
げ
な
が
ら
、
人
間
の

首
を
捩
じ
切
っ
た
り
、
素
手
で
無
理
矢
理
胴
体
を
真
っ
二
つ
に
引
き
裂
い
て
血

飛
沫
を
至
近
距
離
か
ら
浴
び
た
り
、
腹
か
ら
内
臓
を
刔
り
出
し
た
り
と
い
っ
た

鬼
畜
の
所
業
を
行
っ
て
い
た
。

－
彼
ら
以
外
に
も
、
『
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
王
蛇
』
『
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
カ
イ
ザ
』
『

仮
面
ラ
イ
ダ
ー
ネ
ガ
電
王
』
『
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
リ
ュ
ウ
ガ
』
『
仮
面
ラ
イ
ダ
ー

エ
タ
ー
ナ
ル
』
と
言
っ
た
所
謂
『
悪
の
ラ
イ
ダ
ー
』
と
い
っ
た
カ
テ
ゴ
リ
ー
に

当
て
嵌
ま
る
ラ
イ
ダ
ー
達
が
欲
望
の
ま
ま
に
、
本
能
の
ま
ま
に
人
間
を
、
世
界
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を
蹂
躙
し
て
い
た
…
。

－
と
あ
る
広
場
…
元
は
児
童
公
園
だ
っ
た
が
今
は
ラ
イ
ダ
ー
達
に
よ
っ
て
荒
廃

化
し
、
タ
ダ
の
荒
地
と
な
っ
て
い
た
、
そ
し
て
こ
こ
に
二
人
の
人
物
が
睨
み
合

っ
て
い
た
…
。

「
フ
フ
フ
…
。
」

－
不
敵
な
笑
み
を
零
す
一
人
の
少
年
…
漆
黒
の
闇
の
様
な
黒
髪
、
濃
紫
の
瞳
、

上
下
共
に
黒
一
色
の
服
装
、
腰
に
は
カ
ー
ド
ホ
ル
ダ
ー
を
提
げ
て
い
た
。

「
は
ぁ
…
は
ぁ
…
ク
ソ
…
！
！
」

－
も
う
一
人
は
頭
や
腕
か
ら
血
を
流
し
、
服
も
ボ
ロ
ボ
ロ
、
立
つ
の
も
や
っ
と

な
満
身
創
痍
の
状
態
の
少
年
…
。

－
二
人
の
間
に
は
ガ
ン
バ
ラ
イ
ド
の
ゲ
ー
ム
筺
体
、
果
た
し
て
こ
れ
が
何
を
意

味
す
る
か
…
？

「
こ
の
世
界
は
終
わ
っ
た
も
同
然
だ
…
な
に
せ
、
オ
レ
の
ラ
イ
ダ
ー
達
が
世
界

の
ほ
と
ん
ど
を
『
破
壊
』
し
た
上
に
、
お
前
を
除
い
た
全
て
の
『
マ
ス
タ
ー
』

達
を
『
皆
殺
し
』
に
し
た
ん
だ
か
ら
な
。
」

「
こ
の
…
悪
魔
、
が
…
！
！
」

－
黒
い
少
年
＝
暗
樹
悠
真
は
得
意
気
に
語
り
な
が
ら
、
怪
我
で
息
も
絶
え
絶
え

く
ら
き
・
ユ
ウ
マ
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な
少
年
＝
神
羽
風
児
を
見
下
し
つ
つ
、
カ
ー
ド
ホ
ル
ダ
ー
か
ら
何
か
を
取
り
出

か
み
は
・
フ
ウ
ジ

し
た
の
で
風
児
も
カ
ー
ド
を
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
取
り
出
す
…
。

－
互
い
に
出
し
た
も
の
は
ガ
ン
バ
ラ
イ
ド
の
カ
ー
ド
だ
が
、
二
枚
共
、
ゲ
ー
ム

に
使
う
『
ヒ
ー
ロ
ー
カ
ー
ド
』
で
も
な
く
、
サ
ポ
ー
ト
に
使
う
『
ス
ペ
シ
ャ
ル

カ
ー
ド
』
で
も
な
い
…
何
も
描
か
れ
て
無
い
、
『
白
い
カ
ー
ド
』
だ
っ
た
。

－
二
人
は
カ
ー
ド
を
ガ
ン
バ
ラ
イ
ド
筺
体
に
投
げ
込
み
、
叫
ぶ
。

「
「
チ
ャ
ー
ジ
！
！
ラ
イ
ダ
ー
コ
ー
ル
！
！
」
」

［
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｍ
－
Ｄ
Ｒ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
］

－
ゲ
ー
ム
画
面
に
こ
の
様
な
表
記
が
為
さ
れ
、
画
面
が
光
り
輝
い
た
瞬
間
、
二

人
の
カ
ー
ド
か
ら
何
者
か
が
実
体
化
す
る
…
。

『
愚
か
な
…
世
紀
王
に
挑
も
う
と
は
…
！
！
』

－
悠
真
の
カ
ー
ド
か
ら
現
れ
た
の
は
銀
色
の
仮
面
と
装
甲
に
身
に
纏
い
、
緑
に

輝
く
複
眼
の
様
な
眼
、
そ
し
て
威
厳
と
圧
倒
的
存
在
感
に
満
ち
溢
れ
た
『
悪
の

カ
リ
ス
マ
』
と
言
わ
ん
ば
か
り
の
オ
ー
ラ
を
漂
わ
せ
る
一
人
の
ラ
イ
ダ
ー
…
『

仮
面
ラ
イ
ダ
ー
Ｂ
Ｌ
Ａ
Ｃ
Ｋ
』
の
主
役
ラ
イ
ダ
ー
＝
Ｂ
Ｌ
Ａ
Ｃ
Ｋ
の
最
大
の
ラ

イ
バ
ル
に
し
て
も
う
一
人
の
世
紀
王
『
シ
ャ
ド
ー
ム
ー
ン
』
。

［
Ｘ
Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｍ
Ｅ
！
］

『
『
さ
あ
…
お
前
の
罪
を
数
え
ろ
！
！
』
』

－
風
児
の
カ
ー
ド
か
ら
現
れ
た
の
は
、
『
Ｘ
』
状
の
仮
面
に
赤
い
眼
、
ボ
デ
ィ

は
右
が
緑
、
左
が
黒
、
真
ん
中
は
プ
リ
ズ
ム
の
様
に
神
々
し
く
白
く
輝
い
て
い
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る
ラ
イ
ダ
ー
…
『
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
Ｗ
』
の
後
半
に
登
場
し
た
『
エ
ク
ス
ト
リ
ー

ム
メ
モ
リ
』
の
力
に
よ
っ
て
変
身
し
、
二
人
の
主
人
公
＝
左
翔
太
郎
と
フ
ィ
リ

ッ
プ
が
地
球
の
記
憶
と
シ
ン
ク
ロ
し
た
最
強
の
Ｗ
、
『
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
Ｗ
＝
サ

イ
ク
ロ
ン
ジ
ョ
ー
カ
ー
エ
ク
ス
ト
リ
ー
ム
』
。

－
悠
真
と
風
児
、
二
人
は
『
ラ
イ
ド
マ
ス
タ
ー
』
と
呼
ば
れ
る
ガ
ン
バ
ラ
イ
ド

カ
ー
ド
の
ラ
イ
ダ
ー
を
実
体
化
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
る
特
殊
な
才
能
を
持
つ
存

在
、
ラ
イ
ド
マ
ス
タ
ー
は
『
マ
ス
タ
ー
ラ
イ
ダ
ー
カ
ー
ド
』
…
そ
う
、
二
人
が

持
っ
て
い
た
あ
の
『
白
い
（
ブ
ラ
ン
ク
）
カ
ー
ド
』
に
選
ば
れ
る
こ
と
で
、
ラ

イ
ダ
ー
と
一
体
と
な
っ
て
現
実
世
界
で
の
バ
ト
ル
が
可
能
と
な
る
の
だ
。

「
ク
ク
ク
ク
…
Ｗ
＝
Ｃ
Ｊ
Ｘ
（
ダ
ブ
ル
＝
サ
イ
ク
ロ
ン
ジ
ョ
ー
カ
ー
エ
ク
ス
ト

リ
ー
ム
）
、
確
か
に
強
い
が
…
本
当
に
ソ
イ
ツ
で
オ
レ
の
シ
ャ
ド
ー
ム
ー
ン
の

相
手
が
勤
ま
る
の
か
？
」

「
…
な
ん
…
だ
と
ッ
！
？
」

－
挑
発
す
る
様
に
や
は
り
不
敵
に
笑
う
悠
真
の
言
葉
に
風
児
は
激
昂
し
た
。

「
気
に
す
る
な
…
ど
の
み
ち
貴
様
は
ソ
イ
ツ
と
一
緒
に
こ
の
世
界
の
最
期
を
見

届
け
る
だ
け
な
の
だ
か
ら
な
。
」

「
舐
め
る
な
ァ
ッ
！
！
行
く
ぞ
！
Ｗ
！
！
」

『
『
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
ッ
！
！
』
』

「
や
れ
…
シ
ャ
ド
ー
ム
ー
ン
…
！
」

『
フ
ン
…
！
！
』
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－
勢
い
よ
く
駆
け
出
し
た
Ｗ
＝
Ｃ
Ｊ
Ｘ
と
は
対
称
的
に
、
シ
ャ
ド
ー
ム
ー
ン
は

『
カ
シ
ャ
ン
ッ
』
と
い
う
金
属
的
な
足
音
を
立
て
な
が
ら
悠
然
と
歩
み
寄
る
…
。

『
『
セ
ャ
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ァ
ー
ッ
！
！
』
』

『
フ
ハ
ハ
ハ
ハ
…
ど
う
し
た
、
ど
う
し
た
？
ま
る
で
当
た
ら
ぬ
で
は
な
い
か
？

シ
ャ
ア
ア
ア
ア
ア
ッ
！
！
』

『
ぐ
ぁ
あ
あ
あ
あ
あ
！
？
』

『
が
ふ
ッ
！
？
』

「
Ｗ
！
？
」

－
Ｗ
は
固
有
武
装
で
あ
る
ビ
ッ
カ
ー
シ
ー
ル
ド
か
ら
専
用
武
器
・
プ
リ
ズ
ム
ソ

ー
ド
を
引
き
抜
い
て
シ
ャ
ド
ー
ム
ー
ン
に
斬
り
か
か
る
が
、
シ
ャ
ド
ー
ム
ー
ン

は
余
裕
で
そ
の
斬
撃
を
か
わ
し
つ
つ
、
蹴
り
や
パ
ン
チ
を
顔
や
腹
へ
と
素
早
く
、

的
確
に
叩
き
込
ん
で
い
く
。

『
フ
ン
！
ハ
ッ
！
ル
ァ
ッ
！
ハ
ッ
ハ
ッ
ハ
ッ
ハ
！
！
』

『
グ
ア
ッ
！
？
ガ
ァ
ッ
！
は
…
反
撃
が
、
出
来
な
い
…
ク
ッ
！
？
』

『
こ
、
こ
の
ド
悪
党
…
う
が
ぁ
あ
あ
あ
！
？
』

「
な
、
な
ん
で
…
こ
ん
な
こ
と
っ
て
…
！
」

「
有
り
得
る
ん
だ
よ
…
こ
ん
な
こ
と
が
な
…
。
」

－
シ
ャ
ド
ー
ム
ー
ン
は
そ
の
後
も
最
強
フ
ォ
ー
ム
の
状
態
で
あ
る
Ｗ
を
ほ
と
ん
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ど
ノ
ー
ダ
メ
ー
ジ
で
圧
倒
し
て
Ｗ
に
土
の
味
を
味
わ
せ
て
お
り
、
風
児
は
あ
ま

り
に
も
一
方
的
な
戦
い
に
唖
然
と
し
た
が
、
悠
真
は
淡
々
と
当
然
の
様
に
述
べ

た
。

『
ハ
ァ
…
ハ
ァ
…
風
児
、
オ
レ
と
相
棒
は
今
ま
で
色
ん
な
悪
党
を
見
た
が
…
コ

イ
ツ
ら
は
理
屈
抜
き
で
や
べ
ぇ
…
！
』

『
こ
の
ま
ま
野
さ
ば
ら
に
し
た
ら
、
多
く
の
世
界
の
多
く
の
命
が
奪
わ
れ
、
悲

劇
が
絶
え
間
無
く
生
み
出
さ
れ
て
し
ま
う
…
！
！
』

「
そ
う
だ
…
Ｗ
の
言
う
と
お
り
だ
、
コ
イ
ツ
の
せ
い
で
オ
レ
の
仲
間
は
み
ん
な

…
み
ん
な
…
！
！
」

－
そ
う
、
風
児
と
Ｗ
を
除
い
た
マ
ス
タ
ー
と
ラ
イ
ダ
ー
達
は
全
員
、
誰
一
人
と

し
て
悠
真
と
シ
ャ
ド
ー
ム
ー
ン
を
は
じ
め
と
し
た
悪
の
ラ
イ
ダ
ー
軍
団
に
対
抗

出
来
ず
、
無
残
に
も
惨
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

－
無
念
に
も
死
ん
で
い
っ
た
仲
間
達
の
た
め
に
も
、
風
児
は
こ
こ
で
死
ぬ
訳
に

は
い
か
な
い
。

「
だ
か
ら
…
だ
か
ら
ァ
ッ
！
！
」

－
風
児
は
サ
ポ
ー
ト
用
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
カ
ー
ド
を
発
動
、
瞬
間
、
水
色
の
ボ
デ

ィ
の
サ
メ
を
思
わ
せ
る
『
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
ア
ビ
ス
』
が
登
場
し
た
。

『
ク
ク
ク
…
私
が
ア
ナ
タ
達
に
判
決
を
下
し
ま
す
、
死
刑
だ
ッ
！
！
』

『
『
う
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
！
！
』
』

『
ぬ
…
？
』
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「
へ
え
…
あ
ん
な
博
打
カ
ー
ド
を
使
う
マ
ス
タ
ー
が
い
る
上
に
『
当
た
り
』
が

出
た
な
ん
て
ね
…
。
」

－
悠
真
は
愉
快
そ
う
に
感
心
し
て
い
る
…
ア
ビ
ス
は
三
分
の
一
の
確
率
で
攻
撃

力
を
＋
８
０
０
出
来
る
が
万
一
外
れ
れ
ば
防
御
が
一
気
に
－
４
０
０
さ
れ
て
し

ま
う
危
険
性
が
有
り
、
ハ
ッ
キ
リ
言
っ
て
命
懸
け
の
ギ
ャ
ン
ブ
ル
カ
ー
ド
と
し

か
言
い
よ
う
が
な
い
程
使
い
所
が
難
し
い
カ
ー
ド
だ
、
し
か
し
風
児
は
運
が
良

か
っ
た
の
か
、
当
た
り
を
引
い
て
攻
撃
力
は
倍
に
な
っ
た
。

『
『
で
ぇ
や
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
！
！
』
』

『
グ
ヌ
ゥ
ッ
！
？
…
フ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
！
！
そ
う
だ
！
や
り
方
は
ど
う
あ
れ
こ

れ
ぐ
ら
い
強
く
な
け
れ
ば
張
り
合
い
が
な
い
と
言
う
も
の
だ
！
だ
が
な
…
。
』

－
さ
す
が
に
攻
撃
力
が
倍
増
し
た
Ｗ
に
シ
ャ
ド
ー
ム
ー
ン
も
不
利
に
な
ら
ざ
る

を
得
な
く
な
っ
た
が
、
確
実
な
ダ
メ
ー
ジ
が
入
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
マ
ス
タ
ー

の
悠
真
同
様
不
敵
な
笑
み
を
零
し
な
が
ら
戦
う
。

『
…
ス
ペ
シ
ャ
ル
カ
ー
ド
発
動
…
来
い
、
ネ
ガ
デ
ン
ラ
イ
ナ
ー
！
！
』

『
『
『
し
ま
…
！
？
』
』
』

『
『
『
ギ
シ
ャ
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
！
！
』
』
』

－
風
児
と
Ｗ
が
気
づ
い
た
時
に
は
既
に
遅
く
、
空
か
ら
時
の
列
車
＝
デ
ン
ラ
イ

ナ
ー
に
酷
似
し
て
る
が
紫
の
禍
々
し
い
ト
ラ
イ
バ
ル
パ
タ
ー
ン
の
紋
様
が
入
っ

た
ネ
ガ
電
王
専
用
の
ネ
ガ
デ
ン
ラ
イ
ナ
ー
が
乱
入
、
搭
載
さ
れ
て
い
た
ギ
ガ
ン

デ
ス
ヘ
ル
・
ギ
ガ
ン
デ
ス
ヘ
ブ
ン
・
ギ
ガ
ン
デ
ス
ハ
デ
ス
が
中
か
ら
現
れ
総
攻

撃
を
仕
掛
け
、
ネ
ガ
デ
ン
ラ
イ
ナ
ー
か
ら
も
ビ
ー
ム
が
放
た
れ
そ
の
結
果
…
。



16

『
『
グ
ァ
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
！
？
』
』

「
う
わ
ぁ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
！
！
」

－
二
人
（
＋
も
う
一
人
）
は
爆
風
に
巻
き
込
ま
れ
、
地
面
を
転
が
る
…
Ｗ
は
ラ

イ
ダ
ー
だ
か
ら
あ
ま
り
ダ
メ
ー
ジ
は
無
か
っ
た
が
問
題
は
人
間
で
あ
る
風
児
の

マ
ス
タ
ー

方
だ
っ
た
…
。

「
あ
あ
…
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
！
？
腕
が
…
脚
が
ァ
ッ
！
！
」

『
ふ
…
風
児
ィ
イ
イ
イ
ー
ッ
！
！
』

『
し
ま
っ
た
…
奴
ら
は
こ
れ
を
狙
っ
て
！
？
』

－
風
児
は
先
程
の
ネ
ガ
デ
ン
ラ
イ
ナ
ー
の
攻
撃
で
左
半
身
を
失
い
、
焼
け
焦
が

れ
、
千
切
れ
て
し
ま
っ
た
左
腕
と
左
脚
が
あ
さ
っ
て
の
方
向
に
散
ら
ば
り
、
さ

ら
に
は
脇
腹
か
ら
内
臓
が
は
み
出
て
し
ま
い
、
辺
り
一
面
が
血
の
池
に
な
っ
て

い
た
…
。

『
マ
…
マ
ズ
イ
！
風
児
が
死
に
か
け
て
て
実
体
を
こ
れ
以
上
を
保
て
な
い
！
？
』

『
畜
生
ォ
ッ
！
！
人
間
ま
で
巻
き
込
む
な
ん
て
…
ド
外
道
が
ァ
ア
ア
ア
ア
ア
ア

ア
ア
ア
ッ
！
！
』

－
Ｗ
を
実
体
化
さ
せ
て
い
る
Ｗ
マ
ス
タ
ー
の
風
児
が
死
に
か
け
て
る
た
め
、
Ｗ

の
身
体
が
徐
々
に
消
滅
し
始
め
る
…
悠
真
の
風
児
を
巻
き
込
ん
だ
ネ
ガ
デ
ン
ラ

イ
ナ
ー
に
よ
る
ダ
ー
テ
ィ
ー
プ
レ
イ
に
Ｗ
は
激
怒
し
、
シ
ャ
ド
ー
ム
ー
ン
に
詰

め
寄
る
が
…
。
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『
遅
い
…
！
！
』

『
『
！
？
』
』

－
シ
ャ
ド
ー
ム
ー
ン
は
い
つ
の
間
に
か
Ｗ
の
頭
上
に
浮
か
ん
で
お
り
、
そ
し
て

そ
の
ま
ま
両
脚
を
突
き
出
し
て
破
壊
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
放
出
し
な
が
ら
Ｗ
の
顔

面
目
掛
け
て
急
速
に
迫
る
。

『
シ
ャ
ド
ー
キ
ッ
ク
ッ
！
！
』

『
『
が
ぁ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
！
？
』
』

「
助
け
…
死
に
た
く
な
…
！
！
」

－
必
殺
技
『
シ
ャ
ド
ー
キ
ッ
ク
』
を
モ
ロ
に
食
ら
い
、
Ｗ
は
木
っ
端
微
塵
に
消

し
飛
び
、
風
児
も
そ
の
爆
発
に
巻
き
込
ま
れ
て
死
亡
…
。

『
フ
ン
ッ
…
。
』

「
ご
苦
労
様
、
シ
ャ
ド
ー
ム
ー
ン
…
後
は
ダ
ー
ク
カ
ブ
ト
達
が
戻
り
次
第
、
一

緒
に
次
の
世
界
に
行
こ
う
。
」

－
悠
真
は
シ
ャ
ド
ー
ム
ー
ン
に
近
寄
り
、
労
い
の
言
葉
を
か
け
な
が
ら
、
風
児

の
死
骸
を
足
蹴
に
し
た
。

「
彼
も
よ
く
や
っ
た
方
だ
け
ど
僕
ら
の
足
元
に
も
及
ば
な
い
ね
…
退
屈
さ
せ
な

い
で
欲
し
い
よ
全
く
…
。
」

－
そ
う
…
『
退
屈
』
、
彼
の
目
的
は
な
ん
て
こ
と
は
な
い
、
全
て
が
単
な
る
『

暇
潰
し
』
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
だ
。
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－
自
分
を
楽
し
ま
せ
る
高
い
レ
ベ
ル
の
マ
ス
タ
ー
を
求
め
て
戦
い
た
い
が
た
め

だ
け
に
、
こ
れ
ま
で
に
い
く
つ
も
の
世
界
を
滅
ぼ
し
、
何
人
も
の
マ
ス
タ
ー
を

殺
し
、
全
て
を
蹂
躙
し
て
き
た
…
。

「
次
は
ど
ん
な
世
界
な
ん
だ
ろ
…
楽
し
み
で
仕
方
な
い
よ
、
フ
フ
フ
…
ハ
ハ
ハ

ハ
ハ
ハ
ハ
…
！
！
」

－
背
後
か
ら
灰
色
の
歪
ん
だ
オ
ー
ロ
ラ
が
現
れ
、
悠
真
は
狂
笑
し
つ
つ
、
次
の

世
界
へ
の
希
望
と
期
待
に
胸
を
焦
が
れ
て
い
た
…
。

－
そ
し
て
数
時
間
後
、
こ
の
世
界
の
消
滅
が
確
認
さ
れ
た
…
。

－
暗
黒
の
力
に
魅
入
ら
れ
た
少
年
＝
暗
樹
悠
真
と
悪
の
ラ
イ
ダ
ー
達
は
向
か
う

…
次
の
世
界
を
暗
く
冷
た
い
闇
の
色
に
染
め
る
た
め
に
…
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て
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